
この広報誌は、共同募金でつくられています。

６月23日（水）、小矢部市・砺波市・南砺市の

小・中学校、義務教育学校、高等学校、総合支援学

校の福祉教育・ボランティア学習担当教職員を

対象とした「福祉教育・ボランティア学習会」を

市総合保健福祉センターにおいて開催しました。

学習会では、社会福祉協議会が「福祉教育」と

して行う出前講座を体験していただきました。

社会福祉協議会では、子どもたちの福祉の学

びを支援する取り組みを行っています。学童・生

徒の皆さんが高齢者や障がい者等さまざまな

人々を自然に受け入れ、福祉への関心を育む取

り組みを一緒に考え、実践してまいります。
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こ
の
度
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
の
改
選
に
伴
い
、
六
月
十
七
日
開

催
の
定
時
評
議
員
会
及
び
理
事
会
に
お
い
て
引
き
続
き
会
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
今
一
度
初
心
に
立
ち
返
り
、
決
意
新
た
に

職
務
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
、
人
口
減
少
の
本
格
化
に
よ
る
地
域
社
会
の
担
い
手
の
減
少
や
、

地
域
の
つ
な
が
り
、
支
え
あ
い
機
能
の
低
下
に
伴
う
共
同
体
機
能
の
脆

弱
化
な
ど
地
域
に
お
け
る
状
況
は
変
化
し
て
お
り
ま
す
。そ
れ
に
加
え
、

個
人
や
世
帯
が
抱
え
る
課
題
の
多
様
化
・
複
雑
化
に
対
応
す
る
た
め
に

実
情
に
応
じ
た
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
な
か
な
か
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
の
も
と
、
介
護
現
場
に
お
い
て
は
、
利
用
者

様
と
そ
の
ご
家
族
様
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
た
め
、
継
続
的
な
感
染

対
策
の
徹
底
と
工
夫
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
力
や
連
携
、
協

働
の
も
と
、
第
五
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す

﹁
み
ん
な
で
支
え
あ
い
、
助
け
あ
う
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
﹂

の
実
現
に
向
け
て
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

この度、当協議会の理事・監事・評議員の任期満了に伴い、次の方々が選任されました。今後

も引き続き、地域の皆様、関係機関・団体と協力しながら、誰もが自分らしく安心して暮らせる

地域社会の実現を目指してまいりますので、より一層のご支援、ご協力を心よりお願い申し上げ

ます。

◎顧　問 ◎常務理事 ◎監　事

宇佐見外行（再任） 間ケ数昌浩（新任） 杉野　武義（再任）

◎会　長 ◎理　事 稲原　　實（再任）

日光　久悦（再任） 赤野　周右（新任） 飛田　久子（再任）

◎副会長 大沼　宗義（再任） 殿山喜美榮（再任）

山本　善勝（新任） 嶋田　幸恵（再任） 新明　政夫（再任）

榊　　悟常（再任） 藤　孝一（新任） 今井　保晴（新任）

大島　富雄（再任） 福島　敏正（新任） 太田　長榮（再任） 南　　昭仁（再任）

岩村　彰治（再任） 片山　　奬（再任） 中田　一矢（新任） 大家　芳夫（再任）

中島　克敏（再任） 沼田　　勉（新任） 末永　隆夫（新任） 辻　　信明（再任）

山　和英（新任） 福塚　英三（再任） 福岡　　健（再任） 中村　英雄（新任）

野沢　弘一（新任）

評　議　員（敬称略）    　　　（任期：〜令和 7 年 6 月定時評議員会終了時）

役　　　員（敬称略）    　　　（任期：〜令和 5 年 6 月定時評議員会終了時）
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小矢部市社会福祉協議会　新理事・監事・評議員が決定しました



　主な行事内容

実施月日 行　事　内　容

令和２年４
15 地域福祉連絡会

22 正副会長会議、理事会

５

18 福祉教育推進委員会

21 監事会

21 共同募金委員会監査会

28 共同募金委員会

６

１ 正副会長会議、理事会

２ 評議員選任・解任委員会

16 定時評議員会

17 地域福祉連絡会

22 ボランティアセンター運営委員会

８

５ 正副会長会議、理事会（表彰審査会）

６
砺波地区社会福祉協議会会長・

事務局長連絡会

19 地域福祉連絡会

20 市町村社会福祉協議会会長会議

９ 29 いきいきスポーツ大会

実施月日 行　事　内　容
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21 地域福祉連絡会

31
社会福祉大会

 （社会福祉功労者表彰式）

11

６ 善意作品頒布会（〜9日）

11 社協役員・地区社協長合同研修会

26 正副会長会議・陳情

27
民生委員児童委員・高齢福祉推進員、

地区社協合同研修会

12
16 地域福祉連絡会

25 財政援助団体等監査

令和３年１ 22 理事会

２

22 地域福祉連絡会

25
市町村社会福祉協議会専務・常務

理事、事務局長会議（リモート）

25
市町村共同募金委員会事務局長

連絡会議（リモート）

３
２ 苦情解決委員会第三者委員打合せ会

24 正副会長会議、理事会、評議員会

主な年間事業

●法人運営事業 ●在宅介護支援センター事業

●企画広報事業（機関紙発行事業、社会福祉大会事業） 　　介護予防事業（218人）

●地域総合福祉推進事業（ケアネット型・ふれあい型） 　　家族介護教室（83人）

●地域福祉連絡会（年6回） ●介護保険等事業

●総合相談事業（相談件数122件） 　　ホームヘルプセンター（延べ10,678人）

●日常生活自立支援事業（相談援助件数472件） 　　デイサービスセンター（延べ6,381人）

●生活福祉資金貸付事業 　　居宅介護支援事業所（延べ2,490人）

●生活困窮者自立支援事業（新規相談受付数51件） ●介護予防事業ミニ・デイ「いずみの園」

●ファミリー・サポート・センター事業（利用回数357回） 　　寿永荘、つざわランド（延べ4,692人）

●ふれあいいきいきサロン事業（会員数5,153人） ●高齢者健康交流センター事業（公益事業）

●ボランティアセンター事業 ●小矢部善意銀行（金員預託9件ほか）

６月１日（火）開催 理事会、６月17日（木）開催 定時評議員会において、令和2年度事業報告、

収支決算が承認されました。令和３年度も皆様のご支援、ご協力をお願い致します。

◎ 事 業 報 告
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令和２年度　小矢部市社会福祉協議会
　 事 業 報 告 ・ 決 算 報 告 　



収　入

229,393,293円

介護保険事業収入
130,975,264円

施設整備等収入 2,680,000円障害福祉サービス等事業収入
5,901,860円

その他収入 4,305,959円

経常経費補助金収入
36,903,080円

受託金収入　
　34,558,920円

会費収入（※） 5,475,950円

経常経費補助金収入
36,903,080円

受託金収入
　34,558,920円

その他の活動による収入
8,592,260円

支　出

234,887,267円

その他事業 10,305,864円
（公益【高齢者健康交流センター】事業ほか３事業）

法人運営事業 21,654,822円

ふれあいのまちづくり事業
　40,612,056円

介護予防事業ミニ・デイ「いずみの園」
27,105,238 円

居宅介護支援事業 19,604,027円

デイサービスセンター事業
　79,508,596円法人運営事業 21,654,822円

ふれあいのまちづくり事業
　40,612,056円

介護予防事業ミニ・デイ「いずみの園」
27,105,238 円

居宅介護支援事業 19,604,027円

デイサービスセンター事業
　79,508,596円

ボランティアセンター事業
5,601,800 円

ボランティアセンター事業
5,601,800 円

ホームヘルプセンター事業
30,494,864円

ホームヘルプセンター事業
30,494,864円

※ 会費収入　
5,475,950円　内訳

普通会費収入　　3,993,500円

（自治会・町内会より）

特別会費収入  　　234,000円

（福祉施設・団体、役員より）

福祉賛助会費収入　1,248,450円

（市内事業所より）

※　事業報告・決算の詳細につきましては、小矢部市社会福祉協議会　ホームページ

（https ://www.oyabe.or . jp/）に掲載してあります。

令和２年度も、多くの方々からご厚志を

賜り、大変ありがとうございました。

【収入の部】

【支出の部】

◎ 決 算 報 告
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善意作品頒布会

（令和２年度で終了しました。）

社協役員・地区社協長合同研修会

（地域福祉分野での ICT利活用の取り組みについて）



令和２年度募金による令和３年度事業への赤い羽根共同募金の助成が下記のとおり

決定しました。小矢部市では、次の２施設８団体が交付を受けました。

　令和２年度赤い羽根共同募金として、皆さまより4,625,042円

の募金をお寄せいただきました。小矢部市共同募金委員会では、令

和２年度、福祉施設・団体の活動助成として1,806,000円、地域

歳末たすけあい事業に1,348,000円を助成しました。

福祉作業所あけぼの第一 小矢部市手をつなぐ育成会

　　社会参加事業 　　ふれあい教室

福祉作業所あけぼの第二 小矢部市長寿会連合会

　　社会体験事業 　　施設訪問、敬愛訪問

小矢部市児童クラブ育成連絡協議会 小矢部市保護司会

　　ハイキング 　　社会を明るくする運動

　　冬季スポーツ大会 小矢部市民生委員児童委員協議会

小矢部市身体障害者協会 　　単位民児協ケース検討会議

　　だれでも参加かんたんスポーツ交流会 小矢部市社会福祉協議会

小矢部市視覚障害者協会「あかつきの会」 　　福祉おやべ「こだま」発行事業

　　社会参加促進事業 　　福祉教育推進事業

　　点字教室 　　生活困窮者生活物資支給・備蓄等事業

　６月４日（金）、市総合保健福祉センターにおいて、小矢部市共同募金委員会を開催しました。

　委員会では、令和３年度に各地区で行われる地域歳末たすけあい事業への助成審査が行わ

れました。また、令和３年度募金による令和4年度事業への赤い羽根共同募金助成の審査も

行われ、すべて承認されました。

　コロナ禍において、今年も「つながりをたやさない社会づくり〜あなたは一人じゃない〜」

をテーマに、「じぶんの町を良くするしくみ。」として、さまざまな地域福祉の課題解決に取

り組む団体を応援してまいります。

　小矢部市共同募金委員会の会長が次のとおり

交代されました。

新 任 者 選 出 区 分 前 任 者

赤野　周右 自治会連合会代表 川原　久俊

（任期：〜令和４年３月 31日）

（敬称略）

小矢部市共同募金委員会

会長の交代 について
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令和３年度　赤い羽根共同募金助成 
　　　　　　　　　　　　　　　　が決定しました

小矢部市共同募金委員会 を開催しました



北蟹谷地区は小矢部市でも高齢化が進んでいる地区です。安心して住める地区の未来の為に・・・。

「北蟹谷地区福祉計画」では、福祉課題として(健康と介護)（人とひととのつながり)（生きがい・食事）

（労働・子育て)（住まい・環境)（地区社協の組織づくり)以上、５項目に関することがあげられて

います。その課題を踏まえ、私たち北蟹谷社協として特に力をいれている、「見守り」「ケアネット」

活動を中心に安心して暮らせる地域づくりを、関係者と手を取り合って事業を進めてまいります。

「和でつなぐ、支えあい、助け合いの福祉の地域づくり」
あいことば
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社協総会・蟹和会

地区の要介護・高齢者一人暮らし宅訪問
花鉢・手作りマスク持参にて

いきいきサロン「たんぽぽの園」
年10回開催

ほっとはうす千羽へ
　　　　　　　ヤーコン寄贈

高齢者ふれあい研修

ケアネットサービス者研修会

北蟹谷地区社会福祉協議会を紹介します
地区社協紹介だより



　５月27日（木）市総合保健福祉センターにおいて、令和3年度小矢部市ボランティア連絡協議会総

会が行われました。総会では、令和２年度の

活動報告並びに決算報告があり、可決・承認

されました。また、令和３年度の活動計画案

及び予算案について審議され、原案のとおり

可決・承認されました。

　コロナ禍で思うように活動ができない状

況が続いていますが、各ボランティア団体・

個人ボランティアの皆さんとともにボラン

ティア活動の推進や発展を目指してまいり

ます。

◇
一
般
の
福
祉
事
業
へ

︽
金
員
預
託
︾

　
・
沼
田
　
義
弘
　
　
　
九
五
、
一
五
〇
円

︽
物
品
預
託
︾

　
・
ユ
ニ
ー
㈱
ピ
ア
ゴ
小
矢
部
店

善

意

の

窓
︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶

︵
令
和
三
年
四
月
十
八
日
〜
六
月
十
七
日
受
付
分
︶

遊んで学んで脳いきいき!! 脳トレの時間です♪
皆さんの脳の活性化を目指し、「おやべ脳トレクラブ」の皆さんから問題です。

　四字熟語を使った筆算です。□の中に入る漢数字を埋めて、その数字を

足し算してみましょう。合計の数字はいくつになるでしょう？

暑過ぎると、集中力がなくなり、

思考力が低下します。脳のため

にも、温度調整が必要ですよ。

……　何度失敗しても、あきらめずに努力
　　　すること。

……　世の中にただ１つだけのこと。

……　助かる見込みがほぼない状況で、

　　　何とか助かること。

……　繰り返し何度も。たびたび。

……　１つの行為で２つの利益を得ること。

問題

〜解答〜　（上から順に）　七転八起（しちてんはっき）、唯一無二

（ゆいいつむに）、九死一生（きゅうしいっしょう）、再三再四（さ   

　いさんさいし）、一石二鳥（いっせきにちょう）　合計17,516

今回は、言語を理解する力と
計算する力を鍛えよう！

転 起

唯 無

死 生

再 再

+ 石 鳥

《四字熟語》　　    《意味》
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ボランティア連絡協議会だより



　「ヤングボランティアクラブおやべ」略して『やんぼらクラブ』では、市内の小学４年生〜

社会人までの会員が、「楽しくボランティア活動をしよう!!」をモットーに活動しています。

　「何か始めてみたい」と思っている人、「ボランティアや福祉についてちょっと興味があ

る」人の入会をお待ちしています。

昨年度の活動の様子

自分のやってみたい活動を選んで
参加してください

①会員登録 ②開催案内 ③ 参　加

【申込み・問合せ】

小矢部市ボランティアセンター

TEL（0766）６７ー８６１１

入会を申し込んでください 開催案内が郵便で届きます

ここ数年〝暑い夏〟が続

いていますね。コロナ禍で

外出の機会が少なく、体が暑さに慣れない中で

のマスク生活も２年目で

す。こまめな水分補給と暑

さ対策で、熱中症に気をつ

けましょう！

つ ぶ や き

日　時：令和３年８月19日（木）13：30〜15：30　

場　所：小矢部市民体育館

　　　 （小矢部市城山町１-１　TEL（0766）67-4500）

内　容：車いすバスケ体験、ミニゲーム

対　象：小学校４年生〜　　未経験者大歓迎

　　　 （車いすバスケに興味のある方ならどなたでもO.K）

定　員：20名程度（先着順）

持ち物：内履き、タオル、飲み物

　※参加をご希望の方は、事前にお申込みください。

　※動きやすい服装で、ご参加ください。

　もうすぐ始まるパラリンピックをより楽しむため、パラスポーツを体験してみましょう。

「車いすバスケットボール」の体験を通して、障がいやパラスポーツへの理解を深めてみま

せんか？

【申込み・問合せ】

　小矢部市社会福祉協議会

　ＴＥＬ　６７−８６１１

申込締切

８月 10 日
( 火 )

参加者募集 !!

会員募集 !!

講師に、富山県障がい者スポーツ指導員の

野澤 拓哉さんをお迎えします。
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ふれあい体験教室 〜パラスポーツを楽しもう！〜
令和３年度　障害者理解促進研修・啓発事業

★やんぼらクラブ通信★

【聴覚障がいをお持ちの

　　　　　　方との交流】


